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「絆」
２０１２年　さわらび夏祭り　テーマ

平成２４年８月２５日（土）　午後３時開宴

企画 ： さわらび夏祭り実行委員会     協力 ： ㈱ 未来創造社 

東日本大震災 復興チャリティーイベント 

絆 

     ひまわりプロジェクト 
 
ひまわりは放射能物質の吸収力が高
い植物として、チェルノブイリ原発事故
の際にも多く植えられました。 
現在、放射能による土壌汚染が問題化
している被災地において、ひまわりを通
じた活動が盛んに行われています。 

平成23年3月11日に発生しました東日本大震災により、犠牲になられた方々のご冥福をお祈り申し上
げますとともに、被災された皆様、そのご家族の皆様方に対しまして、心よりお見舞い申し上げます。 

そして、一日も早い復旧復興をお祈り申し上げます。 

 今年の夏祭りのテーマ「絆」は祭り実行委員会のメンバーをはじめとする職員の思いが込められた一文字であります。 

 私たち職員はご利用者様のお一人お一人様と、広い世界、長い歴史のなかで出会ったご縁があります。そしてその

頂けたご縁のなかで、私たち職員は多くの感動をご利用者様から頂いています。日常のなかでみられるご利用者様の

笑顔もそうですが、ほとんど話をされなくなったご利用者様から発せられた一言や重度の認知症を患われたご利用者

様の一瞬の笑顔も、例えその喜びが数分後には忘れられようとも、その全ては私たち職員の「力」になっています。 

 私たち職員とご利用者様との「絆」、ご利用者様とご家族様との「絆」、出会うこととなった、いただけた全てのご縁に

心から感謝し、「縁」を「絆」にかえて、「さわらび」が全ての方にとって心温まる心地よい場所でありたいと思います。 

 さて、昨年、発生した未曾有の大地震により我が国は大きな被害を受けました。 

さわらびでは震災直後に被災地である福島県南相馬市から重介護のご利用者様の緊急入所をお受けいれさせていた

だきました。偶発的に生まれたそのご利用者様とのご縁は、私たちに被災地復興への想いを増し積みする大きなきっ

かけにもなったような気がします。今年４月、放射能による土壌汚染から「ふるさと」である福島への帰郷をあきらめ、

第二の生活の場所を遠く茨城の地に移されたご利用者様。今年４月に退居されるまでの１年２ヶ月、短い期間ではあり

ましたが、ご一緒させていただけたご縁に心より感謝するとともに、茨城の地で末長く幸せな生活を送っていただきた

いと願わずにはいられません。震災後の被災地での支え支えられの姿は「絆」という言葉を大きくクローズアップさせる

きっかけとなりました。遠く離れ、ところ変われども空はつながっているように、私たちとそのご利用者様との「絆」は今

なお、結ばれていることと思っています。 

 今年の夏祭りは復興チャリティーイベントとして開催することとなりました。 

 祭りの収益は被災地復興支援として、ご利用者様のふるさとであった福島県南相馬市に寄付することとしています。

多くの方の良きふるさとの地が、いつでも在る場所として一日も早く復興されますよう心よりお祈りいたします。 

 本日は大勢の皆様にご参加いただき誠にありがとうございます。 

平成２４年８月２５日                            さわらび職員一同 

 

社会福祉法人平成会では、万一の緊急事態に備えご入所されている

ご利用者様３日分の食料品を常時備蓄しています。 

備蓄品は比較的ご高齢者の方が召し上がりやすいものを選定してい

て、本日お配りさせていただいた非常食品はその備蓄品の一部です。 

社会福祉法人 平成会 

平成２３年６月  壮行会 平成２４年４月  送 別の日 

平成23年6月 長野県を通じ宮城県からの
応援要請を受け、宮城県気仙沼市に介護
職員の被災地派遣（避難所）を行いました。 

※ 昨年３月震災直後の義捐金募金活動で集まりました皆様方からのご浄財は合計１００，０９１円となり、
岡谷市を通じて被災地に届けることができました。ご協力いただきました皆様に心から御礼申し上げます。 

 抽  選  券 
  
  ＮＯ． 

昨年の震災直後に福島県南相馬市から緊
急入所されたご利用者様を送別することと
なりました。 
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大切にしたいふるさと　　　～そしていつまでも語り継がれたいふるさとの味があります～
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12才から大学まで二胡を専門に学ぶ。二胡の学舎とし

て名高い北京師範大学音楽部二胡専科では国家一級

演奏家・王宣勤先生に師事。北京暢想オリンピック杯二

胡演奏金賞ほか受賞多数。日本アニメなど、様々な日

本文化に惹かれ2010年来日。2012年ドイツ、ベルリン

フィルコンサートホールにて公演。中国遼寧省出身。今

年6月に高山賢人と組む二胡ユニットＳＨＩＮ＋（シンプラ

ス）を結成。デビューＣＤ「絆のチカラ」は「想いでがいっ

ぱい」等のヒット曲で知られる元Ｈ２Ｏの赤塩正樹氏が

作曲し９月末までの間、県内各地で発売記念コンサート

を開催中。 
                    協力 ： 未来創造社 

   津   閣  復興チャリティコンサート   
「絆のチカラ」 
東日本大震災を受けて「日本を元気にする曲
をつくりたい」とＨ２Ｏの赤塩正樹氏が作曲。 
（コンサート予定） 
9月16日  長野市大門ホール 
10月12日 茅野市市民館コンサートホール 
＊ 本日、会場内でＣＤの販売も行っています。 

 午後4時10分

「ふるさと」の未来を支えていくだろう大勢の子ど

も・・・。今井区子ども会育成会のみなさんが可愛

らしく、勇ましく、そして華やかに花笠踊りをご披露

してくれます。会場の皆様、大きな拍手と歓声

今井区子ども花笠踊り 
 午後3時35分

職員によるアトラクション 

当日のお楽しみ 

献 立 
 

鯉こく汁 

五平餅 
季節の天ぷら 
天よせ 
煮物 煮しめ 
おやき 
お漬物   ほか 

 オープニング  午後3時50分

毎年、岡谷市のふれあい祭りでもご

披露させていただいている職員有志

による太鼓サークル「美女と野獣」の

勇ましい太鼓で夏祭りの幕が開けま

す。 

踊りの由来は江戸時代末期にまで
遡るとか・・・。職員が、この日のため
に稽古を積み重ねたコミカルな民族
舞踊をお楽しみください。本日は女
性であることを忘れ頑張りますが写
真を撮るのだけはご勘弁ください。 

管理栄養士によるイラストイメージ 

午後5時15分～ 

「漬物おばさん」と近所で呼
ばれていた山岡様。一年中
漬物づくりをされ、美味しく出
来た漬物を方々にふるまわ
れ喜ばれていたそうです。 
あの味をもう一度・・・。 
山岡様の手の入った、ここ
「さわらび」でしか味わえな
いお漬物を本日ご用意させ
ていただきました。是非、ご
賞味ください。 

佐藤様は昔からおやきづくり
が得意でたくさん作っては振
るまっていたそうです。「誰も
かなわない母の味」と娘様。 

「手が痛くてつくれない」佐藤

様ですが、今回佐藤様に作

り方を教えて頂きながらおや

きをつくってみました。「母の

味」に近づいたでしょうか。

是非ご賞味ください。    
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郷土 母の味 

ご家族の皆様へ重要なお願い・・・ 施設のご利用者様は嚥下などの障害があるため食事の形態は個々人により異なります。窒息等の事故防止のため、利用者様個人に配膳させて頂いた以外の食事の提供は絶対にお止めいただくようお願いします。 


